
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゆっくり、後
あと

ずさりで離
はな

れる 

 イノシシが近
ちか

づいてきてき、 慌
あわ

づき、 っくりと 後
あ 

づ、りとてき離
はな

づましてう。 建物
たき、の

づ 車
りるし

づの中
なか

づ   

入
はて

くたと 物陰
、のかげ

 隠
かり

またと 木
て

 登
のぼ

るなどてき安全
あんぜん

を確保
か り ほ

てしてう。  

 犬
てぬ

を連
つ

まきてる 襲
おそ

わまる場合
ば あ て

があとしす イノシシが向
む

かくき来
て

たら 犬
てぬ

は一旦
てくたん

放
はな

てしてう。  

刺激
し げ き

しないようにする 

 イノシシは本来
ほんらて

 臆病
おりびう。

でお なてて動物
ど。ぶつ

です 人間
 んげん

 出会
で あ

くき、普通
ふ つ 。

は逃
 

げるので 慌
あわ

きる必要
ひつよ。

は

あとしせん  

  はて。、のの 刺激
て げ て

する 危険
て け ん

です 人間
 んげん

が急
てゅ。

 走
はて

と出
だ

てたとする  イノシシは興奮
こ。ふん

てしす  

 近
ちか

りでイノシシを見
み

つけき、刺激
て げ て

せ、 興奮
こ。ふん

りせなてこ が大切
たてせつ

です  

してはいけない行動
こうどう

 

◇ イノシシの進行
てんこ。

方向
ほ。こ。

をふさぐ 

◇ 大
おお

きな声
こえ

を出
だ

す 

◇ 急
てゅ。

に動
。ご

く 

◇ 棒
ぼ。

を振
ふ

り上
あ

げたり、石
てて

などを投
な

げる 

 

で あ

襲
おそ

急
きゅう

所
しょ

を守
まも

る 
 イノシシが突進

 くてん

てきてたら 体
からだ

をかがめき足
あて

を閉
 

じきりだりて 正面
てう。めん

からぶつかる  

太
ふ 

、、 牙
てば

が当
あ

たと大量
たてとう。

 出血
てゅくけつ

するなど大怪我
お お け が

をてしす  

むやみに反撃
はんげき

はしない 
 反撃
はんげて

する りら 攻撃
こ。げて

てきてしす 必要
ひつよ。

以上
てじう。

 興奮
こ。ふん

りせ、 なるべり怪我
け が

をてなてよ。 

体
からだ

を守
し、

としてう。  

 ※野生
 せて

動物
ど。ぶつ

 咬
か

しまる 感染症
かんせんてう。

 かかる危険性
てけんせて

があとしす 咬
か

しまた場合
ばあて

は必
かなら

、病院
びう。てん

で診
み

き、らてしてう。  

※ 保護者の方も一緒に御覧ください。 

や せ い

動物
どうぶつ み まも



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出会
で あ

わないために 
早朝
そ。ちう。

 夜間
 か ん

などはイノシシ 出会
で あ

。可能性
かの。せて

が高
たか

りなとしす  
イノシシ 出会

で あ

わなてよ。 「ここ 人間
 んげん

がてる」 イノシシ  

わからせしてう。  

例
た 

えば… 

◇ 音
お 

で知
て

らせる（鈴
す、

をつけるなど） 

◇ 夜
よる

などに外 出
がててゅつ

するときは 光
ひかと

で知
て

らせる（懐 中
かてちゅ。

電灯
でん 。

など） 

家
いえ

の周
まわ

りに寄
よ

せ付
つ

けないために 
◇ 野菜

 り て

くずや生
なし

ごみを外
そ 

に置
お

かない 

◇ やぶ、草
りり

むらをなくす 

◇ 家庭
か き て

菜園
りてえん

はしっかり柵
りり

で囲
かこ

う 

◇ ゴミ出
だ

しマナーを守
し、

る 

エサをあげてはいけません 

 イノシシ エサをあげる  人間
 んげん

づを恐
おそ

づまなりなと 私
わたて

づたちの家
てえ

づの  

周辺
てゅ。へん

 住
す

み着
つ

てきてしてしす 人
ひ 

 なまる  人
ひ 

が持
、

くきてる食
た

べ物
、の

、奪
。ば

て取
 

るよ。 なとしす  

子供
こ ど 、

のイノシシ（ウリ坊
ぼ。

） 、エサをあげきはてけしせん  

➢ 毛
け

を逆立
り か だ

てている 

 こんな ては 興奮
こ。ふん

てきてき非常
ひじう。

 危険
て け ん

です 慌
あわ

き、 静
て、

か イノシシから離
はな

ましてう。  

生
なま ほ う ち

くさ か と

発 行：づ千葉県野生鳥獣対策本部 
事務局：づ千葉県環境生活部自然保護課 
〒260-8667 千葉市中央区市場町１－１ ℡づ043-223-2058 

 

こんなときは危険
き け ん

！ 
 イノシシが… 

2025 年 3月作成 

千葉
ち ば

県内
けんない

の主
おも

な野生
や せ い

動物
どうぶつ

  

➢ 歯
は

を鳴
な

らしたり、地面
じ め ん

をかく ➢ 頭
あたし

を振
ふ

ったり、鼻
はな

を鳴
な

らす 

イノシシ 

生息域
せてそりてて

 県内
けんなて

ほぼ全域
ぜんてて

（都市部
 て ぶ

を除
のぞ

り） 

食
た

べ物
、の

 雑食性
ざくてうりせて

 

行動
こ。ど。

時間
じかん

 基本
てほん

は夜間
 かん

（特
 り

 朝方
ありがた

 夕方
っ。がた

） 

     人
ひ 

 慣
な

まる 日中
 くちゅ。

 、行動
こ。ど。

 

 

ニホンザル キョン 

生息域
せてそりてて

 県
けん

中部
ちゅ。ぶ

～南部
な ん ぶ

 

食
た

べ物
、の

 雑食
ざくてうり

（植物
てうりぶつ

中心
ちゅ。てん

） 

行動
こ。ど。

時間
じかん

 日中
 くちゅ。

づのみ 夜明
よ あ

づけ  、

 行動
こ。ど。

 群
む

まで行動
こ。ど。

する  

（日本
に ほ ん

にいてはいけない動物
どうぶつ

） 

 

 

生息域
せてそりてて

 県
けん

中部
ちゅ。ぶ

～南部
な ん ぶ

 

食
た

べ物
、の

 草
りり

 木
こ

の葉
は

 木
て

の実
み

 花
はな

 

行動
こ。ど。

時間
じかん

 基本
てほん

は夜間
 かん

（特
 り

 朝方
ありがた

 夕方
っ。がた

） 

   エサが不足
ふそり

する冬季
 。て

  人慣
ひ な

ま  

てた地域
ちてて

では日中
 くちゅ。

 、行動
こ。ど。

 

 

 

足
あし

あと 

4～7cm 

※ 市町村
てちう。そん

別
べつ

の捕獲数
ほかりす。

は 分布域
ぶんぷてて

の参考
りんこ。

 てき掲載
けてりて

てきおと 正確
せてかり

な分布域
ぶんぷてて

ではあとしせん  

足
あし

あと 

10～15cm 

足
あし

あと 

2～3cm 


